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アンゴラ共和国月報 

２０１８年３月号 

在アンゴラ日本国大使館 

 

主な出来事 

【内政】 

●政府は２０２０年地方選挙を検討。 

●前大統領子息が５億ドルを英国の銀行に不正送金をした疑い。 

●検察がイザベルの不正送金捜査を開始。 

【外交】 

●日本政府はモシコ州，ウイジェ州，ベンゲラ州の地雷除去活動に向けた草の根無償

資金協力の署名式を実施。総額は８５万ドル。 

●２月２０日の大統領令５６／１８にて規定された観光を目的としたアンゴラ入国に

際する査証免除並びに査証取得簡素化措置が３月３０日より有効となる。 

●ＵＮＨＣＲが難民支援に関し６４百万の緊急援助アピール。 

【経済】 

●ＩＭＦ４条協議ミッションがアンゴラを訪問。２０１８年成長予想を２．２％に上

方修正。 

●アンゴラの外貨準備高は１２８億４０００万ドルに下落し，２０１０年１月以来，

最低値を記録した。 

●ロビト精油所建設に関し，ソナンゴルが７社に絞られた旨のプレスリリースを発

表。

内政 

１．汚職対策 

近日中に政府は汚職の度合いによっては最大１

０年間の禁固刑が課される刑法案を国会に提出す

る(JA 3/1)。 

２．最高裁判所長官の就任 

５日，ルイ・フェレイラ氏が新最高裁判所に就

任した(JA 3/6)。 

３．イザベル氏に対する捜査 

イザベル元ソナンゴル総裁がサトゥルニノ・ソ

ナンゴル総裁によって不正な資金の移転（３８０

０万ドル）に関して告発されている件について，

検察局はイザベル元総裁の捜査を始める(JA 3/6)。 

４．国際女性デー 

コンセイサオン社会行動・家族・女性担当大臣

は，アンゴラの女性に向けて声明を発表。３月８

日は女性の社会貢献を認識する重要な機会であり，

アンゴラ政府は引き続き女性が直面する課題克服

に向けて取り組んでいく旨を表明（JA 3/8）。 

５．２０２０年の地方選挙実施を提案 

３月２２日，大統領府諮問委委員会が開催され，

その際にロウレンソ大統領が２０２０年の地方選

挙の実施を提案（OP 3/23）。 

６．結核の流行 

２０１５年以降で結核が，交通事故及びマラリ

アに次いで死因第３位となっており，年間死亡者

は９～１０万人にのぼる（JA 3/24）。 

７．拘留者の脱走 

http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/corruptos_sao_castigados_com_ate_10_anos_de_prisao
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/joao_lourenco_pede_ajuda_no_combate_a_corrupcao_1
http://www.google.co.ao/url?sa=t&rct=j&q=&esrc=s&source=web&cd=1&ved=0ahUKEwikv-KegtjZAhVIOBQKHX3cA-IQqOcBCCUwAA&url=http%3A%2F%2Fjornaldeangola.sapo.ao%2Fpolitica%2Fpgr_analisa_declaracoes_de_isabel_dos_santos&usg=AOvVaw3q3iNRCiFajf-Gba0tx5eb
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/ministra_felicita_mulheres
https://opais.co.ao/index.php/2018/03/23/angola-tera-eleicoes-autarquicas-em-2020/
http://jornaldeangola.sapo.ao/provincias/tuberculose_e_a_terceira_causa_de_morte_no_pais
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ルアンダ州カゼンガ地区の拘留所で１１名が脱

走。これら１１名の容疑は窃盗，強盗，傷害など

様々で，警察側の怠慢が原因で脱走したとされて

おり，うち１名は自主的に戻ったものの残り１０

名は引き続き逃走中 

（PA 3/26）。 

８．ピエダーデ国会議長が列国議会同盟に出席 

ジュネーブで開催される第１３８回列国議会同

盟総会にピエダーデ国会議長が出席。移民・難民

問題の解決を目指す世界的な協力体制の強化をテ

ーマとして全体会議が行われた（JA 3/26）。 

９．５億ドル不正送金疑惑 

（１）アンゴラ検察庁はソブリンファンド前総裁

であるフィロメノ・ドス・サントス氏（前大統領

の息子）を捜査中であり，出国禁止措置を執って

いる事が判明した。ソブリンファンドは５億ドル

を英国の銀行に不正送金をした疑いがもたれてい

る。なお同氏が総裁を務めていた期間中に中央銀

行総裁の任にあったヴァルテル・フェリペ氏，サ

シペンゴ・ヌンダ陸軍幕僚長，ノルベルト・ガル

シア氏（ＵＴＩＰ長官），ベラルミーノ・ヴァン

ドゥーネン氏（ＡＰＩＥＸ長官）が捜査対象とし

て名があがっている（OBS 3/26）。 

（２）ヴェラ・ドス・サントス・ダヴェス財務副

大臣（財政・国庫担当）は，現在も同資金はロン

ドンにあり，国内に戻すための手続きが行われて

いると述べた(JA 3/28)。 

（３）５億ドル不正送金 

英ＨＳＢＣ銀行はアンゴラから不正に送金された

とされる５億ドルが入金された口座を凍結したと

発表(AO24 3/28)。 

１０．競争法（Lei da Concorrência）の議決へ 

９日，第１委員会及び第５委員会所属の議員団

が審議を行い競争法の法案について承認。公正な

競争を保護するための，原則・規則を盛り込んだ

初めての法案となり，公企業・民間企業を問わず

適用される見込み（JA 3/10）。 

 

外交 

１．アンゴラ・フランス関係 

３月１日，当地訪問中の Jean-Yves Le Drain

仏欧州・外務大臣は，ロウレンソ大統領を表敬。

またフランスは２億５０００ドルのクレジットラ

インをアンゴラに供与する準備があると述べ，ク

レジットラインは財務省と結ばれる合意に基づく

と発言。大臣は，農業，農産業，再生エネルギー，

家族農業開発，人材育成の分野で協力を深めたい

と述べた(JA 3/2)。 

２．アンゴラ・ロシア関係 

３月５日，アンゴラを訪問中の露ラブロフ外相

はロウレンソ大統領と会談し，ロウレンソ大統領

からロシアにはダイアモンド産業だけではなく，

ガス部門のように他の経済セクターにおいても協

力を仰ぐ旨表明した。またラブロフ外相はロウレ

ンソ大統領が今年中にロシアを訪問することを確

認した(JA 3/6)。 

３．日アンゴラ関係 

 ３月７日，日本政府はモシコ州，ウイジェ州，

ベンゲラ州の地雷除去活動に向けた草の根無償資

金協力の署名式を実施。総額は８５万ドルで対象

となるＮＧＯは英国ＭＡＧとノルウェーのＮＰＡ。

加えてアンゴラ国内ＮＧＯであるＡＡＤＣの学校

教室建設の無償資金協力案件も署名された（９万

ドル）（JA 4/8）。 

４．アンゴラ・スペイン関係 

３月２５日に予定されていたラホイ・スペイン

首相のアンゴラ訪問が中止となった。カタルーニ

ャの政治問題対処のため（AN 3/22）。 

５．アウグスト外相がＳＡＤＣ閣僚会合に出席 

３月２６－２７日にプレトリアで開催される南

部アフリカ開発共同体（ＳＡＤＣ）に出席するた

めアウグスト外務大臣が南アを訪問（PA 3/25）。 

６．ウレンソ大統領のカーボ・ヴェルデ訪問 

２６日，ロウレンソ大統領は自身の私用での米

国訪問の途中でカーボ・ヴェルデを訪問しフォン

セカ大統領と会談を行った。同会談においては，

二国間関係，ポルトガル語共同体，査証免除等に

話が及んだ(OBS 3/28)。 

７．査証免除及び簡素化措置 

https://www.portaldeangola.com/2018/03/fuga-de-11-detidos-das-celas-de-uma-esquadra-de-luanda/
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/lider_do_parlamento__na_assembleia_da_uip
https://observador.pt/2018/03/26/filho-de-ex-presidente-de-angola-foi-constituido-arguido/
http://jornaldeangola.sapo.ao/economia/dinheiro_transferido_ainda_esta_em_londres
http://www.angola24horas.com/index.php/sociedade/item/9943-banco-britanico-hsbc-congela-conta-que-recebeu-u-d-500-milhoes-vindos-de-angola
http://m.ja.sapo.ao/politica/lei_da_concorrencia_pronta_para_debate_no_parlamento
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/franca_tem_disponiveis_250_milhoes_de_dolares
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/angola_propoe_a_russia__mais_areas_para_investir
http://jornaldeangola.sapo.ao/sociedade/japao_financia_programas_de_educacao_e_desminagem
http://www.angonoticias.com/Artigos/item/57464/mariano-rajoy-cancela-visita-a-angola
https://www.portaldeangola.com/2018/03/angola-participa-em-reuniao-da-sadc/
https://observador.pt/2018/03/27/presidentes-de-cabo-verde-e-angola-discutiram-agenda-bilateral-em-encontro-na-ilha-do-sal/
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２月２０日の大統領令５６／１８にて規定され

た観光を目的としたアンゴラ入国に際する査証免

除並びに査証取得簡素化措置が３月３０日より有

効となる。査証免除の対象国となるのは５カ国，

査証取得簡素化の対象国は６１カ国(JA 3/28)。 

８．ＵＮＨＣＲが支援要請 

２８日，フィリッパ・カンドレルＵＮＨＣＲア

ンゴラ事務所長は，同国連機関はルンダ・ノルテ

州に滞在するコンゴ（民）難民への緊急援助のた

め６４百万ドルを必要としていると述べた(JA 

3/29)。 

 

経済 

１ 主要経済指標 

（１） 物価 

ア 国家統計院（INE）が発表したアンゴラ全国版の３

月期の年間インフレ率は，20.90%だった。昨年同月比

で 15.62％下落した。月間物上昇率は 1.44％。 

イ 物価指数が前月比で最も上昇したのは，各種モ

ノ・サービス(3.20%)，レジャー・レクリエーション・文化

(2.30%)，衣服(1.98%)，家具・家庭用品・メンテナンス

(1.71%)。 

 
（２）金利 

ア ２９日に開催された金融政策委員会（CPM）は，

政策金利の BNA 基礎利率（Taxa BNA）は，年率

18.00％を維持と発表。 

イ 流動性吸収ファシリティ（市中銀行がＢＮＡに預け

ている準備預金のうち，法定額を超過した部分に対

する利率）は年率 0.00%を維持。 

ウ 限界貸出ファシリティ（BNＡから市中銀行へのオ

ーバーナイト物貸付金利）は年率 20.00%で前月と変

わらず。 

エ クワンザ建て及び外貨建て銀行口座における最

低預金額高をそれぞれ２１％，１５％で維持。 

 

（３）為替市場 

 ３月３１日，為替相場は１USD＝214.12350AKZ で推

移。 

 

（４）BNA発表の外貨準備高統計 
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http://jornaldeangola.sapo.ao/sociedade/processo_de_isencao_de_visto_entra_em_vigor_na_sexta-feira
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/acnur_solicita_apoio_para_assistir_refugiados
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/acnur_solicita_apoio_para_assistir_refugiados
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（５）マネーサプライ統計 
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歳出総額 内，経常

支出 
28.6 30 29 28.5 29.4 24.7 19.1 20.7

歳出総額 内，公的

投資 
11.4 10.2 12.3 12 12.5 6 4.5 5

総財政収支 3.4 8.7 4.6 -0.3 -6.6 -3.3 -4.1 -6.7

総財政収支 非石油

基礎的財政収支（総

GDP比） 

-26.2 -26.9 -29.2 -28.2 -28.1 -15.9 -10.2 -11.5

総財政収支 非石油

基礎的財政収支（非

石油GDP比） 

-47.4 -51.1 -53.7 -47.4 -43.2 -20.9 -12.9 -14.1

総公的セクター債務

（ソナンゴル含む） 
44.3 33.8 29.5 32.9 40.7 65.4 71.6 62.8

歳入総額 

歳入総額 内，

石油由来 

歳出総額 

歳出総額 内，

経常支出 

歳出総額 内，

公的投資 

総財政収支 

総財政収支 非

石油基礎的財

政収支（総GDP

比） 

総財政収支 非

石油基礎的財

政収支（非石油

GDP比） 

総公的セクター

債務（ソナンゴ

ル含む） 
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２．ソナンゴル関連 

（１）２８日の記者会見においてサトゥルニノ・

ソナンゴル総裁は，２０１５年に１３０億ドルで

あったソナンゴルの債務残高は，２０１６年は９

８億ドルに減少し，その後２０１７年は４９億ド

ルに下がったと述べた。同総裁は債務減少の理由

は政府が債務を減らすために１００億ドルを同社

に投入したためであるとした。この１００億ドル

の内，５０億ドルは債務の前払いに，４０億ドル

は多岐にわたる支払い及び投資に充てられた(JA 

3/1)。 

（２）サトゥルニノ総裁は，イザベル氏により主

導されていたソナンゴル取締役会は，１億３５０

０万ドルをコンサルのための経費として支払って

いたとし，この額は同社の規範からかけ離れてい

ると述べた(JA 3/1)。 

（３）政府は毎月４０００万ドルをソナンゴルか

ら税収として徴収している。ソナンゴルは全体で

アンゴラ政府に対し，１３億ドル相当の納税義務

を負う(JA 3/1)。 

（４）ソナンゴルＥＰは国内における石油製品の

流通網の中で，同製品の横流しが横行しており，

２０万ドルの損害をきたしている(JA 3/1)。 

（５）検察局は,前ソナンゴル取締役会の財務担

当が２０１７年１１月１５日に解任されているに

も関わらず，翌１６日に３８００万ドルをドバイ

に本部を置く Matter Business Solution 社に送

金したとして同件を捜査する(JA 3/2)。 

（６）ソナンゴルはロビト製油所の建設パートナ

ー候補を６社に，カビンダ製油所のパートナー候

補を４社に絞った(JA 3/2)。 

２．ＩＭＦ４条協議ミッション 

ＩＭＦ４条協議を目的として３月１日～１５日

の日程でヴェローゾ団長をヘッドとしたミッショ

ンがアンゴラを来訪した。訪問終了後，同機関が

発出したプレスリリースによれば，アンゴラ経済

は緩やかに回復傾向にあり，ロウレンソ新政権は

マクロ経済の安定化及びガバナンスの向上に的確

に努めている。ＩＭＦはまた，アンゴラにおける

ビジネス環境の向上は経済多角化の促進や経済成

長への課題克服のために極めて重要であると評価

した。又，２０１８年成長率を２．２％に上方修

正した（３月１６日付けＩＭＦプレスリリース及

びブリーフィング）。 

３．ロビト回廊 

３月５日，３４年間の断絶を経て，ベンゲラ鉄

道公社（ＣＦＢ）はコンゴ（民）からベンゲラ鉄

道を通じロビト港に向かう，１０００トンのマン
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http://jornaldeangola.sapo.ao/economia/dez_mil_milhoes_para_salvar_a_sonangol
http://jornaldeangola.sapo.ao/economia/dez_mil_milhoes_para_salvar_a_sonangol
http://jornaldeangola.sapo.ao/politica/pgr_investiga_denuncia_de_desvios_na_sonangol
http://jornaldeangola.sapo.ao/economia/sonangol_ja_conhece_as_dez_solucoes_para_as_refinarias
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ガンを乗せた車両を運行した。マンガンの主な輸

出先市場は中国及びインド(JA 3/6)。 

４．デジタルバンキング 

Mckinsey社の報告書によれば，銀行口座を持

つアンゴラ人の４５％はネットバンキングを好む

という統計がでた。また同報告書はアンゴラの銀

行市場を「眠れる巨人」と形容した(OP 3/5)。 

５．金属スクラップの輸出を禁止 

３月１４日付けの工業省令によれば，今年金属

スクラップの国外への輸出は禁止される。この背

景には，国内において更に多くの原材料を必要と

している製鉄産業を支援するため(JA 3/20)。 

６．為替相場の均衡 

アルヴェス・ダ・ロシャ・カトリカ大学教授は，

クワンザ安の進行は為替市場における均衡がとれ

並行レートとの乖離がなくなるまで続くべきであ

り，未だ均衡値に至るにはほど遠いと述べた。ま

た今年仮に歳入が増加することになれば余剰分は

債務弁済に充てるべきであると主張(OP 3/19)。 

７．２０１５年度財政収支報告 

２０１５年度財政収支報告によれば，同年政府

は現在の為替レートで２７４０億クワンザ（約２

０億ドル）相当の免税措置を施した(EX 3/16)。 

８．国営メディア会社への助成金 

２０１５年，通信分野の国営会社は国が国営企

業に付与する助成金総額（約４億ドル）の内４

４％を占める約１億７４００万ドルの助成を受け

た。メディア公社が受けた助成金総額は鉄道公社

が受けた助成金の４倍。ＴＰＡ（アンゴラ国営テ

レビ）はこの中でもトップの約５８２０万ドルを

受け取った(EX 3/23)。 

９．アンゴラ政府がエアバスＣ２９５を３機発注 

 アンゴラ政府はエアバスＣ２９５を３機発注し，

総額１９８百万ドルの支出となる見込み。これら

の機体は軍用ロジスティクス及び海上パトロール

用に使用される見込み。なお契約そのものはエア

バス Defence and Space社とアンゴラ政府系企業

Simportex 社で締結されるもので，３月２日の大

統領令で承認された（AO24 3/7）。 

１０．対ユーロでクワンザ安が進行 

 ６日，アンゴラ中央銀行が外貨オークションを

実施し，市場に２百万ユーロを放出。対ユーロで

０．９１６％のクワンザ安となりは２６４クワン

ザ/ユーロとなった。なお対ドルレートは２３１

クワンザ/ドル。並行レートでは７日時点で，中

値４１０クワンザ/ドル，５１５クワンザ/ユーロ

となっている（AN 3/9）。 

１１．アンゴラ２度目のユーロ債発行へ 

大統領府はアンゴラ史上２度目となるユーロ債

発行（２０億ドル）は，アンゴラの対外債務スト

ック状況の改善に資すると声明を発表。本年２月

にはアンゴラ財務省で手続きを開始することが承

認されており，マンゲイラ財務大臣によれば，発

行に向けて協力を得たのはゴールドマンサックス，

ドイツ銀行，中国商工銀行など。なお第一回のユ

ーロ債発行となったのは２０１５年１１月で１５

億ドル分（JA 3/10）。 

１２．不動産市場が停滞 

カルデイラ不動産協会会長が Jornal de 

Angola 紙のインタビューで語ったところによれ

ば，一時的に不動産市場が成長を遂げた後，直近

２年間では取引が大きく停滞している。状況打開

のため不動産協会はアンゴラ政府に対し，土地法

の税制によるワンストップサービスの導入や，不

動産業者の資格制度，汚職撲滅等を要求している

（JA 3/10）。 

１３．アンゴラ当局は南ア産物品の出荷を停止 

南アフリカでのリステリア流行を踏まえ，アン

ゴラ当局（農業省）は，Enterprise Foods 社や

Rainbow Chicken 社の加工肉製品の出荷停止を命

令するとともに，既に購入した消費者については，

これらの製品を廃棄するよう指示 (AN 3/12)。 

１４．並行市場における為替相場 

直近の２週間では，公式為替レートの変動とは

異なり，並行市場（道ばたレート）の為替レート

に変動は見られない。現在キンギーラス（道ばた

両替商）のレートは４２０クワンザ/ドル付近，

４７５クワンザ/ユーロ付近で推移。彼らによる

と，市場でのクワンザ不足により，急激なドル＆

ユーロ高を防いでいる一因とのこと（AN 3/12）。 

http://jornaldeangola.sapo.ao/economia/cfb_recupera_rota_internacional
http://opais.co.ao/index.php/2018/03/05/clientes-bancarios-angolanos-preferem-banca-digital-revela-relatorio-da-mckinsey/
http://jornaldeangola.sapo.ao/economia/investimentos/exportacao_de_sucata_volta_a_ser_proibida
https://opais.co.ao/index.php/2018/03/19/taxa-de-cambio-de-equilibrio-ainda-esta-longe/
http://www.angola24horas.com/index.php/politica/item/9747-governo-encomenda-tres-avioes-airbus-c-295-por-quase-198-milhoes-de-dolares
http://www.angonoticias.com/Artigos/item/57311/kwanza-volta-deprecia-se-face-ao-euro
http://m.ja.sapo.ao/politica/emissao_de_eurobonds__em_despacho__presidencial
http://m.ja.sapo.ao/economia/imobiliario_esta_em_estagnacao
http://www.angonoticias.com/Artigos/item/57324/angola-retira-produtos-dos-mercados-apos-epidemia-na-africa-do-sul
http://www.angonoticias.com/Artigos/item/57335/mercado-informal-angolano-estabiliza-e-permite-convergir-com-o-cambio-oficial
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１５．アフリカ開銀によるクレジットライン 

アフリカ開発銀行は，アンゴラ投資銀行に対し

８０００億ユーロ（←数字は報道のママ）の融資

を発表。アンゴラにおける中小企業の貿易活動支

援が目的（AN 3/10）。 

１６．イザベル・ドス・サントス氏インタビュー 

前ソナンゴル社総裁を務めたイザベル氏が Sol

社のインタビューで現サトゥルニノ総裁を批判。

２０１６年に当時イザベル氏がソナンゴル子会社

の社長であったサトゥルニノ氏を罷免したことを

引き合いに出し，自分は報復行為の犠牲者となっ

てしまったと答えた（OBS 3/10）。 

１７．マネーサプライは減少傾向 

今月にアンゴラ中央銀行は，銀行規則を変更。

これにより各行は，顧客の預金引き出し，小切手

発行に関し手数料の徴収が可能となった。また中

央銀行は現在マネーサプライを減少させており，

流通貨幣量は４５００億クワンザとなり１月のみ

で前月比－１４％となった。（※１２月時点では

５２００億クワンザ）（OBS 3/12）。 

１８．自動車産業の落ち込み 

直近４年間でアンゴラの自動車産業は約９０％

落ち込み，２０１７年の新車販売台数は約４００

０台となった。自動車協会（ＡＣＥＴＲＯ）によ

れば２０１４年の新車販売数は４万４５３６台と

なっている。販売代理店によれば外貨不足問題が

原因であり，２０１８年の見通しも思わしくない

（AN 3/26）。 

１９．付加価値税（ＩＶＡ）の導入 

昨年１０月に承認された行政計画で盛り込まれ

ている付加価値税（ＩＶＡ）につき，税務局（Ａ

ＧＴ）は２０１９年１月から導入する見込み。適

用される税率や物品については現在調整中である

が，ＳＡＤＣ地域の平均税率から大きく外れるこ

とはない予定（JA 3/26）。 

２０．アフリカ開発銀行による融資 

アフリカ開発銀行は，ベンゲラ鉄道（ＣＦＢ）

をザンビアまで接続するプロジェクトのＦ／Ｓに

向けて４百万米ドルを融資する旨を表明(JA 

3/27)。  

２１．マサーノ中央銀行総裁のインタビュー 

マサーノ中央銀行総裁がオ・パイス紙のインタ

ビューで語ったところによれば，公式レートの引

き下げは一段落させるため今後は（レートの）予

見可能性が高まると述べた。アンゴラ通貨クワン

ザは１月１０日に中央銀行が新しい制度を導入し

たことで約３０％引き下げられており，ＩＭＦか

らも前向きな評価を得ていた(CK 3/27)。  

２２．外貨準備高の下落 

Bloomberg によれば，アンゴラの外貨準備高は

１２８億４０００万ドルに下落し，２０１０年１

月以来，最低値を記録した(AN 3/28)。 

２３．市中銀行への規制 

市中銀行は外貨オークション或いは直接取引に

よって中央銀行から獲得した外貨を獲得日から数

えて５日以内にクライアントに放出しなければな

らない。放出しきれなかった外貨に関しては中央

銀行が再度買い取ることになる(ME 3/30)。 

２４．ロビト製油所建設 

 ２８日付けのソナンゴル社プレスリリースによ

れば，２０１７年第４四半期に始まったロビト／

カビンダ精油所建設に向けた国際入札に関して，

ソナンゴルは最終的に２８の提案書を受け取り，

その後の選定を経てロビト／カビンダ双方の精油

所に対して各７社（コンソーシアム含む）が最終

候補として選ばれたと発表。このリストのトップ

に ENEROIL SA，JGC（日揮），AVIC のコンソーシ

アムが記載（３月２８日付けソナンゴル社プレス

リリース）。 

２５．政府が成長率を下方修正 

アンゴラ政府は２０１８年度の経済成長率を４．

９％から２．４％に下方修正する方向で検討して

いる。ＩＭＦは今年の成長率を２．２％，世銀は

１．６％と予想(EX 3/29)。 

２６．政府債務 

ヴェラ・ダヴェス財務副大臣によれば，政府は

サービス提供会社等に５０億ドル強の未払い金を

負っている。また同大臣は，この内２５％は実際

にはサービスが提供された事実がないことも明ら

かになったと述べた(EX 3/29)。 

http://www.angonoticias.com/Artigos/item/57318/bai-recebe-linha-de-financiamento-africano-para-apoiar-500-pme-em-angola
http://observador.pt/2018/03/12/bancos-angolanos-ja-podem-cobrar-comissoes-no-levantamento-de-dinheiro-e-cheques/
http://www.angonoticias.com/Artigos/item/57473/mercado-automovel-afunda-90-por-cento-em-quatro-anos-e-acumula-dividas-de-quase-300-milhoes-usd
http://jornaldeangola.sapo.ao/entrevista/iva_comeca_a_ser_cobrado_em_janeiro_do_proximo_ano
http://jornaldeangola.sapo.ao/economia/bad_financia_estudo_sobre_as_ferroviarias
http://jornaldeangola.sapo.ao/economia/bad_financia_estudo_sobre_as_ferroviarias
http://www.club-k.net/index.php?option=com_content&view=article&id=31460:governador-do-bna-diz-que-desvalorizacao-do-kwanza-vai-abrandar&catid=5:economia&lang=pt&Itemid=1070
http://www.angonoticias.com/Artigos/item/57525/reservas-de-angola-em-moeda-estrangeira-descem-para-valor-mais-baixo-desde-2010
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